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ガイダンス

注意

2 Open Value 非全組織を推奨

https://partner.microsoft.com/resources/detail/csp-open-evolution-to-a-better-experience-licensing-guidence-pdf


CSP と Openの永続的ソフトウェアの比較

Cloud Solution Provider プログラム Open

購入契約 Microsoft 顧客契約 Open License 契約

提供されるソフトウェア製品 ほとんどすべての製品1 すべての製品

Software Assurance の提供 なし あり。ライセンス購入時

対象となるお客様の価格 Commercial、Education、Nonprofit
Commercial、Government、

Education、Nonprofit

チャネル Indirect Provider＞Indirect Reseller Distributor

プログラムによるボリューム割引 なし なし

請求 購入時に前払い 購入時に前払い

1 Open との比較において

ライセンス比較資料

https://partner.microsoft.com/resources/detail/software-in-csp-licensing-comparison-pdf


Indirect Provider
Additional Reseller

モデル

Additional Resellerモデルの追加に
よって、Indirect Provider経由の商
流で、発注の際にリセラーの MPN 
ID を入力し、トランザクションに
Additional Resellerを追加すること
が可能になります。

このモデルは必要な場合にのみ使用
するようにしてください。

不明点はPDMにご相談ください

プロセスと要件

有効化の方法
パートナー様は API またはパートナー センターを通してこ
のオプションを有効化できます。

API を通して有効化する場合、パートナー様は既存の API 
を更新する必要があります。

概要
パートナー センターはAdditional Reseller様が Microsoft 
Partner Agreement (MPA) を受け入れていることを確認
します。

MPA 受け入れの前提条件: パートナー様はパートナー セ
ンターにオンボードし、CSP プログラムに登録し、
OneVet（弊社監査機関）. を通して審査に完了する必要
があります。

Additional Reseller様が MPA を完了してない場合、トラン
ザクションは失敗します。

Additional Reseller様はインセンティブの対象外であり、
その下のインセンティブ システムも適用されません。

このドキュメントの末尾に提供されているリンクを参照し、
最新の API を使用していることを確認してください。
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Program詳細

Direct CSP

Reseller

Partner Center

Customer

Customer

Indirect CSP 
Provider

Customer

Indirect CSP 
Provider

Reseller 
#1 

Additional Reseller 
#2

Indirect CSP
Provider

Reseller MPA
No Incentive

Reseller 
＃１

Additional Reseller
＃2

Reseller MPA
Reseller Incentive 

1 ２ ３

ID 詳細

01 契約：Indirect Provider Microsoft Partner Agreement（MPA）
Incentive：Indirect Provider Incentive（CSP、MCA）
必要なAction
・Additional Reseller情報の提出（発注時）
・Reseller経由でのAdditional ResellerへのMPA許諾の推進

02 契約：Indirect Reseller MPA
Incentive：Indirect Provider Incentive（CSP、MCA）
必要なAction
・Additional Reseller情報の提出（Indirect Provider発注時）
・Additional ResellerへのMPA許諾の推進

03 契約：Indirect Reseller MPA 
Incentive：除外
必要なAction
・MPNID取得、Indirect Reseller MPA許諾



組織アカウント（AAD=Azure Active Directory）とは、XXX@XXX.onmicrosoft.com の形式でAzureサービスをはじめとしたマイクロソフトサービス

をご利用のお客様に提供しているアカウントです。 組織アカウントは、Azureに限らず、Office365などをご利用のお客様にも提供されています。

MPN登録にも組織アカウントが必要となりますので、新たに MPN 登録専用の組織アカウントを作成します。すでに組織アカウントをお持ちの場合、ご

利用中の組織アカウントを使用して MPN へ登録することはお勧めしません。 MPN 専用の組織アカウントを作成してください。

Azureをすでに利用しており

組織アカウント（AAD）をお持ちの場合
(P5)

CSP セキュリティガイドラインの影響で現在の

Azure 管理に支障が出る可能性が否定できな

いため、MPN 専用の組織アカウントを新たに作

成していただくことをお勧めします。

1
Azureを利用しておらず

組織アカウント（AAD）をお持ちで

ない場合
(P4)

無料の組織アカウントを作成します。

MPNポータルからPartner Centerに遷移し、組織アカウント（AAD）を新規作成し MPN新規登録（Partner Centerのパートナーアカウント作成）を行

います。パートナー様のプロファイル（会社名、住所、電話番号、メールアドレスなど）を入力します。

入力後、自動的にMPN IDが生成されますが、この時点でMPN IDはまだ有効ではありません。

O365などをすでに利用しており

組織アカウント（AAD）をお持ちの場合
(P6)

O365で利用中の組織アカウントを MPN登録に

利用することはおやめください。 MPN登録手順

の中で誤って O365 で利用中の組織アカウント

でサインインしてしまうことのないよう厳重にご注意

ください。

入力した情報に対してマイクロソフトの審査が行われます。 審査状況により、登記簿謄本などの書類提示が必要になる場合があります。

審査が完了するとMPN IDが有効となります。 完了までには早い場合は即日、長くて数週間程度、かかります。

2
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https://partner.microsoft.com/ja-jp/commercial#/
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1. https://partner.microsoft.com/ja-jp/membership に

アクセスします。

2. [今すぐ参加する]をクリックするとPartner Centerに遷移し、MPN

登録に関する一連の手続きが開始します。この最初のステップで

組織アカウント (AAD) を新規に作成します。

3. まず、この画面ではマイクロソフトとの提携を希望されるに至った理

由や目的を伺います。最も近いと思われる内容を１つ以上チェッ

クし、「次へ」ボタンをクリックします。

おすすめ選択肢：

「パートナーでは、ビジネスを拡大するために必要なソリューションとリ

ソースを検索し、コンピテンシーやビジネスの専門分野における実績

のある専門知識を実証できます。Microsoft Partner Network 

(MPN)」

「Microsoft 製品を再販または配布するか、パートナー チャネルを

有効にします。再販業者または販売代理店」

の 2 つにチェックを入れることをお勧めします。
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https://partner.microsoft.com/ja-jp/membership
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1. 組織アカウントでサインインするか、新たに組織アカウント (Azure 

AD テナント) を作成するかを選択します。

2. 組織アカウントをお持ちの方も、ここでは必ず MPN 登録専用の組

織アカウントを新規に作成してください。

3. 「職場アカウントの作成」とある青い文字をクリックします。「サインイ

ン」という黒いボタンは絶対にクリックしないでください。

3
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4. 必要項目を入力します。

＊注意事項

• 国/地域は必ず「日本」を選択してください。

• 組織名は会社登記上の正式名称を記入してください。

• プライマリ ドメイン名は世界でユニークでなければなりません。ご自身で

覚えやすく、他社と重複しない名前を入力してください。

• 電話番号は、常日頃利用している、着信および通話ができる電話番

号を入力してください。

• 連絡用メールアドレスは、常日頃利用している、必ずメールが受信できる

アドレスを入力してください。

5. 入力が終わったら「続行」をクリックします。

2
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6. 画面下部分に「電話番号の確認」が表示されます。

7. テキスト メッセージを受信するか、電話連絡のいずれかを選びま

す。

8. 国番号に「+81」を選択し電話番号を入力し、「コードを送る」を

クリックします。

3
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9. 「コードを送信しました」と表示され、入力した電話番号にテキス

ト メッセージか着信が届きます。

10. メッセージが示す確認コードを入力し、「アカウントの作成」をクリッ

クします。

11. 「アカウントの作成には、2 分ほどかかる場合があります。」と表

示されます。このままアカウント作成が完了するのを待ちます。

3
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12. 組織アカウントの作成が完了すると、

「職場アカウントが使用できる状態になりました」画面が表示されます。

これで、組織アカウント (AAD) の新規作成作業は完了です。

13. 「次へ」をクリックします。 ステップ 2 の「MPN に登録」 の手順を開始します。

2
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1. 使用するアカウントの確認のために、再度サインインが求められる

ことがあります。必ず、この手順の中で新規に作成した組織アカ

ウントを選択してください。

絶対に、O365 で運用中のテナントを選択しないでください。

2. 先ほど完成した、新規に作成した組織アカウントをクリックします。

2
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3. 「プログラムに参加して、新しい機会を利用しましょう」 画面が表示さ

れます。 一番最初の画面で選択したビジネスによって表示内容が異

なることがあります。

4. この画面が英語になってしまった場合、ブラウザの URL に含まれる

「en-us」という文字を「ja-jp」に修正し Enter キーを押すと日本語の

ページに遷移します。

この方法は、マイクロソフトの web サイト全般で有効です。

5. 「次へ」をクリックします。

3
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6. 会社の情報を入力します。

• 国/地域は必ず「日本」を選択してください。

• 組織名は会社登記上の正式名称を記入してください。

7. 入力が終わったら「検索」をクリックします。

3
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8. 市区町村および郵便番号の下に「結果が見つかりませんでした」

と表示されます。これが期待される正しい動作です。

9. 「手動で入力」をクリックします。

2
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10. 各入力項目内に貴社情報を入力します。

会社名や会社住所、電話番号につきましては、登記簿謄本などの公的文書に記載され

た内容と合わせてご記入ください。

会社名、住所等の全角半角、番地の表記方法等も揃えるようにします。

例. 【（株）→株式会社 】 【 ５－２ー３ →５丁目２番地３ 】

※左記は一例ですので登記簿謄本を正として記入ください。

11. 入力が完了すると「同意して続行する」ボタンが黒くなりますのでクリックします。
※ 契約内容の詳細（英語のみ）は、［Microsoft Partner Network契約］のリンクから

ご確認いただけます。

11
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12. しばらく待つとパートナー センターに遷移します。

登録作業は一旦完了となり、仮登録状態となります。

13. この画面が英語になってしまった場合、ブラウザの URL に含まれる

「en-us」という文字を「ja-jp」に修正し Enter キーを押すと日本語の

ページに遷移します。

この方法は、マイクロソフトの web サイト全般で有効です。

14. マイクロソフトが入力内容の審査を行います。

• 審査状況はこの画面にて確認可能です。

定期的にPartner Centerにアクセスし、審査状況の確認を行ってください。

• 審査で問題があった場合の対応方法について次スライドで説明します。

14

13

https://partner.microsoft.com/ja-jp/dashboard/home
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1. 審査で問題が生じた場合、右記のような画面に表示が切り

替わり、[アカウントの確認に失敗しました」というエラーメッセー

ジが表示されます。

「ここをクリック」をクリックすると、どのステップで登録内容に問

題が発生しているのか確認できます。

2. エラーが発生した場合は、マイクロソフトより、入力されたメール

アドレス宛に通知が届きます（英語の場合があります）。

その際に次ページで記載されている問題事象によって、資料の

提示が必要となります。

1
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アカウント確認で却下となった場合の対処法

Partner Centerの右上にある歯車アイコン（設定）から[アカウント設定]を

クリックします。パートナープロファイルで問題のあった登録情報が確認できます。

主な却下例は以下のとおりです。

• [メールの所有]に×が表示されている場合：メールアドレスを使用した本人

確認のみのため、この項目で却下されることはほとんどありません。

マイクロソフトから登録したメールアドレスにメールが送られているか確認してく

ださい。

• [雇用関係の確認]に×が表示されている場合：登録したメールアドレスが

会社所有のドメインと一致しない場合などで発生します。

✓ 解決するためには、そのドメインがパートナー様が会社として所有していることを

証明できる資料の提出（例.メールドメインが記載されているパートナー様宛て

請求書のコピーやドメイン購入を証明できる書類など）が必要となります。

• [会社の確認]に×が表示されている場合：入力した会社情報と公的登

録情報に齟齬がある場合に発生します。

✓ 解決するためには、過去12か月以内に発行された登記簿謄本などの公的文

書が必要となります。

問題が解決できない場合やその他のエラーについては、サポートページからお問

い合わせください。

https://partner.microsoft.com/ja-jp/dashboard/home
https://partner.microsoft.com/ja-jp/support
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1. 審査が完了したら、仮発行されていたMPN IDが有効となり

ます。(この画面は審査開始前のものです)

Partner Centerの右上にある歯車アイコン（設定）から[ア

カウント設定]をクリックし、組織プロファイル – 法的情報 を

表示します。

2. 「MPN ID の表示」をクリックすると 識別子 ページへ遷移しま

す。ここで MPN ID を確認できます。この MPN ID を手元に

メモしておいてください。

MPN ID には「グローバル」「場所」 の 2 種類があります。

CSPやDPOR、PAL などの販売関連の取引では「場所」の

MPN ID を使います。「グローバル」の MPN ID ではありませ

んのでご注意ください。

1

2

https://partner.microsoft.com/ja-jp/dashboard/home


パートナー センターで CSP 間接リセラー
（Indirect Reseller）としてオンボードする



パートナー セン
ターへのオン
ボーディング

1. https://partner.microsoft.com
/ja-
jp/pcv/register/joinnow/enrol
lmentwelcome/valueaddedres
eller にアクセスします。

2. パートナーセンターへようこそ
画面が表示されますので、「サ
インイン」ボタンをクリックし
ます。

2

https://partner.microsoft.com/ja-jp/pcv/register/joinnow/enrollmentwelcome/valueaddedreseller


パートナー セン
ターへのオン
ボーディング

3. 組織アカウントでのサインイン
を求められますので、さきほど
新規作成した組織アカウントで
サインインします。

4. 必ず、「MPN 登録の流れ」の手
順の中で新しく作成した組織ア
カウントでサインインしてくだ
さい。これ以外の組織アカウン
トでもサインインできますが、
Office 365 運用中の組織アカウ
ントを使用してしまうと、CSP
パートナーセンターのセキュリ
ティ要件のため運用中の環境に
問題が発生することがあります。

3



パートナー セン
ターへのオン
ボーディング
5. CSP プログラムへの登録手続き

を開始する旨を知らせる画面が
表示されます。

会社名、国/地域、組織アカウ
ントが正しいかどうか必ず確認
してください。

6. Office 365 運用中の組織アカウ
ントを使用してしまうと、CSP
パートナーセンターのセキュリ
ティ要件のため運用中の環境に
問題が発生することがあります。
正しいアカウントであるか今一
度確認をお願いします。

7. 上記を確認したら「次へ」をク
リックします。

7



パートナー セン
ターへのオン
ボーディング
8. 「プログラムに参加して、新し

い機会を利用しましょう」とい
う画面が表示されます。

「クラウド ソリューション プ
ロバイダー間接リセラー」に
チェックが入っていることを確
認し、「次へ」をクリックしま
す。

8



パートナー セン
ターへのオン
ボーディング
8. 「パートナーセンター アカウン

トに MPN ID を関連付ける」と
いう画面が表示されます。
「MPN 登録の流れ」の手順の
中で新しく作成した組織アカウ
ントでサインインしている場合、
登録した会社情報と MPN ID が
表示されます。

9. ステップ 4 で手元にメモした
MPN ID と一致しているか確認
し、正しければトグルボタンを
クリックします。白抜きだった
ボタンが青に変わります。

10. 「続行」をクリックします。

8
9
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パートナー セン
ターへのオン
ボーディング

11. CSP 間接リセラー登録フォームに
すべて入力します。
「MPN 登録の流れ」の手順の中で
新しく作成した組織アカウントで
サインインしている場合、登録し
た会社情報が表示されています。
入力が完了したら「次へ」をク
リックします。

重要な注意事項: 

登録フォームに入力する際、登録済み
の法的な商号、住所、電話番号を正し
く入力し、それらが最新であることを
ご確認ください。これは確認プロセス
を実行するうえで役立ちます。

11



パートナー セン
ターへのオン
ボーディング

12. CSP プログラムでは、販売したク
ラウド サービスのサポートは販売
したパートナー様がサポートする
必要があります。この場合の連絡
先を登録します。
CSP プロバイダー様から指示があ
る場合、その情報を入力してくだ
さい。

13. 入力したら「今すぐ登録する」を
クリックします。 13



パートナー セン
ターへのオン
ボーディング

14. フォームで指定したメール アドレ
スにメールが送信されることが、
ポップアップ メッセージに表示さ
れます。[OK] をクリックして、
登録の送信を完了します。

重要な注意事項:

登録フォームに指定した登録済みの法
的な商号と住所に関連付けられた正式
な会社のメール アドレスを指定して
ください。

.onmicrosoft.com アドレスを含む、
ウェブベースの電子メール サービス
の電子メール アドレスはご利用いた
だけません。それでも、お客様が会社
の公式電子メール アドレスをお持ち
ではない場合、Microsoft は可能な限
りご協力いたします。

14



パートナー セン
ターへのオン
ボーディング

15. 第一連絡先担当者が、メール所
有者であることを確認すること
を求めるメールを受信します。
登録確認プロセスの一環として、
このステップを完了することが
必要です。

MPN 登録時にも同様のメール
アドレス確認を行っているかと
思います。同じメールアドレス
を使用した場合でも、CSP アカ
ウント登録時に再度メールアド
レス確認が必要です。

15



パートナー セン
ターへのオン
ボーディング

16. 第一連絡先担当者がメール アド
レスの確認のためクリックする
と、CSP オンボーディング
ポータルの確認ページに、メー
ル アドレスが確認されたことが
表示されます。



パートナー セン
ターへのオン
ボーディング

17. パートナー センターのダッシュ
ボード ページに登録フォーム送
信の確認が表示されます。
第一連絡担当者のm-るアドレ
ス確認が完了していない場合、
未完了である旨を知らせる内容
が表示されます。

18. [アカウント設定] をクリックし
て、法的ビジネス エンティティ
確認の進行状況を監視します。

9
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パートナー セン
ターへのオン
ボーディング

19. 法的ビジネス エンティティ確認
の進行状況は、[アカウント設
定] の [法的情報] をクリック
し、「リセラー」タブをクリッ
クすると確認できます。

この画像では「メールの所有
権」は未確認の状態です。確認
メールが受信できなかった場合
など、確認メールを再送信する
ことができます。

注:ほとんどの場合、認可プロセスは 2 - 3 日で完了します。場合によっては
確認と承認にさらに時間がかかる可能性があり、リセラー様に追加情報の提
供をお願いする通知をお送りする場合があります。

19



パートナー セン
ターへのオン
ボーディング

20. 法人確認が完了すると、状態が
[承認済み] に更新されます。



パートナー セン
ターへのオン
ボーディング

21. その後、申し込みが承認された
ことを通知するメールをお受け
取りになります。[契約条件] 
(agreement terms) リンク
をクリックして契約条件を承認
するようにも求められます。
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パートナー セン
ターへのオン
ボーディング

22. リンクにより、パートナー セン
ターのサインイン ページに移動
します。登録の送信に使用した
グローバル管理者資格情報を使
用してサインインする必要があ
ります。



パートナー セン
ターへのオン
ボーディング

23. 契約条件を確認します。[同意
して続行する] をクリックして、
続行します。このステップによ
り、間接リセラー アカウントが
アクティブになります。

注:この契約は Microsoft Partner 
Network (MPN) とは別個のもので
す。



Appendix



MFA
(Multi-Factor Authentication:多要素認証)



https://docs.microsoft.com/ja-jp/partner-center/partner-security-requirements



ステップ 3: 下記のリンクから現在の状況をご確認頂けます。
Partner Center security requirements status page 
MFA verification completed by users
App+User authentication

MFAに関しての詳細なプロセス、情報はこちらからもご確認頂けます。
https://docs.microsoft.com/ja-jp/partner-center/partner-security-compliance
https://partner.microsoft.com/en-US/resources/collection/partner-security-requirements#/

ステップ 1: パートナー センターにログインし、[概要] をクリックします。

ステップ 2: バナーの ハイパーリンク [Click here to see your compliance status] を
クリックします。赤で囲っている部分。

https://nam06.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fpartner.microsoft.com%2Fpcv%2Fsecurity%2Fcompliance&data=02%7C01%7CNobuko.Araki%40microsoft.com%7C1c39f99526974e9feb2708d75d155e36%7C72f988bf86f141af91ab2d7cd011db47%7C1%7C0%7C637080218676669766&sdata=D%2FfByKM91f3aeoiTQj%2FPJhO5zfQPjn3c9mjcOkaVaBw%3D&reserved=0
https://docs.microsoft.com/ja-jp/partner-center/partner-security-compliance
https://partner.microsoft.com/en-US/resources/collection/partner-security-requirements#/


https://portal.azure.com

セキュリティの既定値の管理

※セキュリティ既定値とは

https://docs.microsoft.com/ja-jp/azure/active-
directory/fundamentals/concept-fundamentals-security-defaults

https://portal.azure.com/
https://portal.azure.com/
https://docs.microsoft.com/ja-jp/azure/active-directory/fundamentals/concept-fundamentals-security-defaults


Azure AD Multi-Factor Authentication の概要 | Microsoft Docs

Azure AD Multi-Factor Authentication のバージョンと従量課金プラン | 

Microsoft Docs

https://docs.microsoft.com/ja-jp/azure/active-directory/authentication/concept-mfa-howitworks
https://docs.microsoft.com/ja-jp/azure/active-directory/authentication/concept-mfa-licensing


サポート依頼



検索ブラウザーから「マイクロソフト
パートナーセンター」で検索します。

パートナーセン
ターからサポー
トを依頼する



1. トピックを参照するのリンクをク
リックし、カテゴリ、トピック、
サブトピックを選択いただく。

2. ソリューションの確認をクリック。

パートナーセン
ターからサポー
トを依頼する



パートナーセン
ターからサポー
トを依頼する

3. 「パートナーセンターのアカウン
トをお持ちでない場合、guest 
userとしてサポートリクエスト
を作成できます。」をクリック。



パートナーセン
ターからサポー
トを依頼する

4. フォームに情報を入力後、[送信]
ボタンをクリック。
サポートからのご連絡をお待ちく
ださい。



パートナー様ご支援



マイクロソフトクラウドイネーブルメントデスク (microsoft.com)

専任のクラウドスペシャリストが
貴社のクラウドビジネスの構築を6 か月間 1 対 1で支援します。

【事例】CED プログラムによるオンプレミスからのクラウド移行 - MPN Japan 公式ブログ - Microsoft Partner Network

https://partner.microsoft.com/ja-jp/campaigns/ced-nomination-form
https://blogs.partner.microsoft.com/mpn-japan/2022/01/14/migrating-from-on-premise-to-the-cloud-with-the-ced-program/



